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はじめに

金沢大学短期留学プログラム（KUSEPKanazawaUmversityShortlemExchange

Program）は，金沢大学と協定を結んでいる大学の学生を対象とした１年間ないしは半

年の留学プログラムである。平成１０年の１０月に，第１期生24名の留学生を迎え入れて

から，平成19年10月の第１０期生までの10年間で計298名の留学生を受け入れた（表一

１）。当初，ほとんど全員の留学生が奨学金を受けられたが，徐々に奨学金の数が年々

減り，平成18年度は，11名に奨学金が支給されたのみであった。奨学金の件数が減る

一方，幸いにも参加者は増える傾向にある。平成18年度(2006年10月から）は,KUSEP

生として，これまで最高の人数（35名）を受け入れたが，そのうちの24名，３分の２は

私費留学生である｡ほとんどのKUSEP生は学生交流協定に基づいて受け入れられるた

め，金沢大学生の授業料は免除されている。留学生はほぼ全員が金沢大学角間キャン

パス内にある留学生用の寮（国際交流会館）に住み，角間キャンパスで学んでいる。

KUSEPは必修科目の日本語，曰本に関係することを学ぶ選択必修科目，専門を学酬

選択科目，自主研究（希望する者のみ対象）および日本人学生に開講されている一般

開講科目旧本語能力が高いレベルの希望者対象）より構成されている。この留学プ

ログラムは，日本語科目以外の講義が英語でなされているものの，曰本語は必修科目

であるという特徴を持っている。

以前からＫＵＳＥＰで収得した単位がいくつかの協定校で認定されているという情報

はもたらされていたものの,詳しい事情は把握できなかった。KUSEPが始まった当初

は，単位認定が行う大学が少なかったが，最近になり単位認定が増えてきている傾向

にある。しかし実際には，出身大学における単位認定について知らない留学生も多く

いる。留学生の立場からすると，KUSEPで収得した単位を出身校で単位交換できるの

か，あるいはどの程度まで単位交換が可能であるかは学習意欲の観点からも重要な問

題である。
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KUSEPをよりよいプログラムにするために，その一環として参加する学生の出身大

学などの機関は，KUSEPで収得した単位をどのように扱っているかを調べる必要Ｉ性が

あると考え，アンケート調査を試みた。

このアンケート調査の結果を踏まえて，協定校での実情を把握し，本学側からも

KUSEPで収得した単位交換について，学生に指導･助言できる立場を整えることに意

味がある。また，協定校における単位交換が部分的にもできない場合，その理由が著

しく暖昧であるならば，改善を求めるために，単位交換認定推進のための資料として

も役に立つと考える。

Ｌ方法

平成17年度の終わりに，KUSEP参加学生の協定校側担当者に対し「金沢大学短期留

学プログラム（KUSEP）で収得した単位の認定調査」をメールで送り，回答するよう

に依頼した。対象協定校は，平成14年度以降にKUSEPに参加実績がある協定校，計

26校であり，そのうち回答を得たのは，１０校のみであった。さらに，平成18年11月に

回答のない協定校に再度依頼を行う等，計28校を調査対象とした1．協定校の国別は

１４ヶ国，地域別にみると，アジア，ヨーロッパ，北米とオーストラリアであった。最

終的に回答を得られた協定校は平成17年度・１８年度の調査において，計23校（回答率

82.14％）であった（表－２を参照)。

アンケート調査の質問項目は次の通りである。第一部で,協定校の名称やその場所，

そして担当者の氏名の回答。第二部では，協定校において，KUSEPで収得した単位の

ｌ）認定程度：「すべてを認定｣，「部分的に認定｣，「認定しない｣。さらに，２）「認定

しない」と回答する協定校に対して，「認定しない場合，その理由」及び「認定できる

ための条件｣について質問した。分析は二部の５項目を対象に行った。なお,アンケー

'認定調査対象大学（協定校沁

１）アジア：蘇州，四川，北京工業，北京師範，東亜，釜山国立，湖西，国立釜慶大学（二回目追

加)，プネー，チユラロンコン，モンクツト王工科大学，国立台湾師範（計：１２校／５ケ国）

２）ヨーロッパ：ユバスキュラ，ヘルシンキ工科大学，ジーゲン，レーゲンスブル夕，ダブリンシ

ティ，カザン，スロバキア工科大学，シェフィールド，リバプールジョンモアズ，ナンシー第２，

ナンシー第１（二回目追加）（計：１１校／７ヶ国）

３）ＪＺ米：ウイリアム＆メアリー，タフツ，バッファロー，ニューポルツ（計：４校）

４）オーストラリア：オーストラリア国立（計：１校)。本来は，南オーストラリア大学への調査にも行

うつもりであったが、協定の延長がペンディングだったため見送らざるを得なかった。
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ﾄの質問と結果は論文末の付録に示した。

ＩＬ結果

「金沢大学短期留学プログラム（KUSEP）で収得した単位の認定調査」の回答を表

－２に示した。

１．すべてのＫＵＳＥＰ単位を認定する協定校

回答を得られた協定校の中で，KUSEP単位を「すべてを認定」すると答えた協定校

は14校で,その割合は半数を超えている。アジア地域が最も高い割合であり，９校のう

ち７校がKUSEP単位をすべて認定している｡アメリカ地域では，３校のうち２校,ヨー

ロッパ地域では10校のうち５校である。（表－２）

２．ＫＵＳＥＰ単位を部分的に認定する協定校

回答を得られた協定校の中で，「部分的に認定」と答えた協定校は８校で，全体の約

3分の１であった。最も高い割合はヨーロッパ地域に見られる。１０校のうち４校であ

り，アジア地域は２校，アメリカ地域１校，オーストラリア1校である。（表－２）

３．ＫＵＳＥＰ単位を認定しない協定校

この調査において，認定しない協定校はヨーロッパ地域の１校のみに見られた。そ

の協定校においては，KUSEP以外にも日本のさまざまな大学に学生を送り込んでお

り，日本への短期留学は協定校のプログラムの一部分をしめている。したがって，日

本の大学での成績評価は直接比較できず，ゆえに，曰本留学の成果として，送り先の

機関での曰本語試験を合格しなければならいないという条件を設けている。学生が合

格しない場合，次の学年に進むことはできない。その協定校からのKUSEP単位を認

定しない理由及び説明は明確なものであった。（表－２）

終わりに

このアンケート調査の結果から，金沢大学短期留学プログラム（KUSEP）で収得し

た単位は多くの協定校において，取得単位のすべてを認定，あるいは部分的に認定し

ていることが分かった。したがって，回答を得られなかった協定校を除いて，KUSEP

に参加する学生がKUSEPで収得した単位を出身校で単位交換できる，または部分的に
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できている。この結果は,KUSEP担当者にとって単位取得における指導を容易にした。

KUSEP単位を認定しない協定校においても,KUSEPでの単位が大切にされ，特に

KUSEPの特色でもある必修科目「曰本語」は帰国後，出身校での試験に合格しなけれ

ばならないことを明らかになった。単位が認められれば，留学に伴う出身校での専攻

課程の時間的ロスも減ることにつながる。今後引き続き，単位交換に関する回答のな

い協定校にも働きかけ，単位認定の実態を把握する。また，KUSEP参加希望者が年々

増える傾向に加えて,アンケート結果からKUSEP全体が協定校において評価されてい

ることが確認できた。KUSEPプログラムは，単に日本の生活，現状，文化などを知る

だけでなく，それぞれの学生の専門的知識にも実質的に役に立っているため，なお一

層の単位交換の推進が学生の学習意欲を高めるためにも必要である。

【資料：調査アンケート】
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表－１交流協定に基づく学生受入実績
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表－２：協定校における金沢大学短期留学プログラム（KUSEP）で収得した単位の認定調査結果(H17.18年度）

Ｉ
ｙ

ｌ

ｔ
ｙ

団
目

印
函
酎

Ⅱ》』》』》唾》“》》』》』》』一》》》》櫻
田

ｎ
ｆ

ｍ
町
ｎ
町
ｗ
帥
ｗ
ｍ

ｙ
画
０

Ⅱｓ
ｅ

ｏ
ｋｕ

Ｂ
Ｐ lji

Ｓｎｎｎｈｎｗ

Ｕｎｉ▼erShty

フィン

ランド
HEn円nｎｋｉ

ＵｎＷｅｒＳｉｔｙｏｆ
Ｌｃｈｎｏｌｏｇｙ

LWerpooIJohn
Mo⑪正巳

UnnverSity

フランス

アイル

ーン゛

ドイツ

し…■ 一-J
ＳＩＯ▼aｋｕｎｗｅｒ５ｉｔｙ
ｏｆｍｃｈｎｏＩＤｇｙ

ＫｎＴｍｎＳ堕廿Ｐ

Ｕｎｉ▼ersity

Ｔｈｅ△ﾛⅡ■tFguUigm

NFrHnmaI

uni▼巳rshty

…
｡’

ＳｔａｔｅＵｎＷｅｒｓｉｔｙ
ｏｆｌＷｅｗＹｂｒｋ

ａｔＢｕⅡ冊面I⑪

ｍｌｆｔｓＵｎｉ▼ersity アメリカ

－５８－

大学名 国名

単位認定

すべて
を認定

部分的
に認定

認定
しない

認定しない場合、その理由
認定できる

ための条件

１ BeiiingNormal
Universitｙ

中国 ○

２
Si⑩hmU②、

University
中国 ○

３
Soochow．

University
中国 ○

｢部分的に認定」に関するコメント：学部によって全部の
単位を認める場合もある。

４ BeijingUniversity
ｏｆ亜chnology

中国 ○

５ HoseoUniversity 韓国 ○

６ ＤｏｎｇＡ
Ｕｎｉｖe昭ity

韓国 ○

７ Puky⑪ngNati⑪ｎａｌ
Unive庵ity

韓国 ○

８ ChuIalongkorn
UniVe庵ity

タイ ○

９

KingMongkutos
Universityｏｆ
Iとchnology
Ｔｈ⑪nUDUnri

タイ ○

1０
Universitvof

JＷ

フィン

ランド
○

1１

Ｈ⑭Ⅱ臼iｎｋｉ

Unive庵iｔｙｏｆ
Tbchnology

フィン

ランド
○

1２ Uni爬函ityOf
ShefTB⑭Ⅱ。

イギリス ○

,,Studentsａ正ｎｏｔｇｉｖｅｎｃｒｅｄｉｔｆｂｒｔｈｅｉｒｙｅａｒａｂｍａｄａｓ
ｔｈｅｙａⅡ℃senttomanydifrErentuniveI1SitiesimJapanand
ｉｔｗｏｕｌｄｂｅｄｉｍｍｐＩｔｔｏｍｚｎｌと⑨

requi正ｍｅｎｔ BＳ

compamsons｡ Ｔｈｅ

thattheypaSsaUJapaneseIanguagｅ
ｅｘａｍｓｓｅｔｂｙｔｈｅｈｏｓｔｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙａ､ｄｔｈａｔｔｈｅｙｃｏｍｐｌｅｔｅ
ａｐｒＱｊｅｃｔｓｅｔｂｙｕｓ，ｔｈｅｈｏｍｅｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ６１ｎｏｒｄｅｒｔｏ
ｐ、９１℃SstotheirfinalyearatShefTieldtheymustpass
theyearabroad，ｂｕｔｎｏｃ正ｄｉｔｓｇｏｔｏｗａｒｄｓｔｈｅｉｒｎｎａｌ
deg正emark･'０

Ｆｏｒｏｕｒｄｅｇｒｅｅ
programmeｔｈｉｓ
wouldnotbepossible1

1３
LiverpoolJohn

Ｍ⑪⑪正ｓ

University
イギリス ○

1４
Unive

Ｎａｎｃｙ２
フランス ○

1５ DubunCity
ersity

アイル

ランド
○

1６
UniveI程i唾ｔ

Regensburg
ﾄﾞイツ ○

1７
UnWprNsi瞳。

Siegen
ドイツ ○

,,「部分的に認定」に関するコメント:Onlythosecredits
正levantfbrtheirstudyprogramsherecanbe
recognized･ｓｏ，ｉｔｉＳａｌｗａｙｓａｄｅｃｉＳｉｏｎｏｎａｎｉｎｄｉｖｉｄual
basisdepending⑪ntheirareaofstudieshere，ｂｕｔ，in
principle，recognitionisnotaprOblem・Asmentioned
above,theumiversityis⑪pentoacceptanythingthaｔｆｉｔｓ
inthegtUndemtSoShqd

problemSinthis､00
ｙｐlan・Sturdemtshavenevermet aｎｙ

,,「部分的に認定」に
関するコメント：As
mentionedabove，ｔｈｅ

●

umve噸ityisopento
acceptanythingthat
fitsintheStnHqlpmtS0

studypDan・Students
havenevermetany
problemsinthis､'０

1８
SIOwhkUniversit

ofmchnology
ｙ スロバ

キア
○

1９
Kzn盃nmState

University
ロシア ○

2０
TheAuHstmuizm

Nati⑪､２１

Ｕｎｉ▼ersity

オースト

ラリア
○

2１
ＴｈｅＣｏｌｌｅｇｅｏｆ
WiuHi盆ｍａｎ。

Ｍａrｙ

アメリカ ○

”「部分的に認定」に関するコメント：Ingemeral,alI
creditsfromKanazawaamrecognｉｚｅｄｂｙＷ＆皿，but
thereisnobIanketgUaranteeofthis；eachcoursemust

beindividuallyapprovedfbrtransfercreditbythe
teachingfhBcultylwhichiswhylcannotafTirmthataII
creditswiIIberecognized・'0

2２
StateUniversity
oｆＮｅｗＹｂｒｋ

atBuBfThuU⑪
アメリカ ○

2３ IMrsUniversity アメリカ ○


